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とっとり SDGｓ未来都市選定記念フォーラム（とっとり SDGs シーズン 2022 クロージングイベント）の 

開催結果について 

令和 4 年 12 月 20 日  

新時代・SDGs 推進課 

 

１２月１８日（日）に、「とっとり SDGs 未来都市選定記念フォーラム」を開催し、日本テレビアナウンサーの

鈴江奈々
す ず え な な

氏による基調講演のほか、SDGs ビジネスアワード表彰式、SDGｓ子ども伝道師の任命及び取組発表な

どを行いました。 

なお、このイベントは SDGs 普及啓発・実践拡大強化期間として 10 月 28 日（金）から開始した「とっとり SDGｓ

シーズン 2022」のクロージングイベントとして実施しました。 

 

記 

 
１ 名 称  とっとり SDGs 未来都市選定記念フォーラム～リトルで利取る「とっとり SDGｓ未来都市」～ 

 

２ 日 時  令和４年１２月１８日（日）１３時 00 分～１７時 00 分 

 

３ 場 所  米子コンベンションセンター国際会議室 （無観客、オンライン配信） 

 

４ 内 容 

 【第１部：フォーラム】 13 時 00 分～15 時 30 分 

（１）オープニング 

      ・未来都市イメージ動画お披露目 

      ・挨拶（児嶋
こ じ ま

祥
しょう

悟
ご

とっとり SDGs ネットワーク代表） 

      ・平井知事ビデオメッセージ 

（２）基調講演 講演者：鈴江奈々
す ず え な な

氏（日本テレビアナウンサー） 

（３）とっとり SDGs ビジネスアワード表彰式 

      ・最優秀賞（知事賞） 大成工業株式会社 「インド国環境配慮型汚水処理施設の導入 

にかかる普及・実証事業」 

      ・特別賞         流通株式会社 「TEAM 流通の SDGｓ～各部署で毎月一歩ずつ」 

      ・特別賞         三光株式会社 「工場の未利用エネルギーを活用した海藻などの陸上養殖

で、CO2 削減へ」 

（４）とっとり SDGs 子ども伝道師任命式及び取組発表 

      ・新たな子ども伝道師任命式（大山町立大山西小学校、鳥取市立東郷小学校） 

      ・先輩子ども伝道師・アンバサダー取組成果発表（鳥取市立久松小学校） 

（５）トークセッション 

     ・パネリスト：鈴江奈々
す ず え な な

氏、井上
い の う え

光悦
みつのぶ

氏（とっとり SDGs 伝道師）、ビジネスアワード受賞企業３社 

     ・モデレーター：中山
なかやま

紗
さ

季
き

氏（日本海テレビアナウンサー） 

 【第２部：SDGs 交流サロン】 15 時 45 分～17 時 00 分 

       とっとりＳＤＧｓパートナー登録企業などを対象とし、オンライン学習会を開催 

講師：とっとり SDGs 伝道師 井上
い の う え

光悦
みつのぶ

氏 

 

５ その他 

 とっとりＳＤＧｓ未来都市選定記念フォーラムは、「とっとり SDGｓシーズン 2022」の特設ページから、引き続き

どなたでも録画を視聴することができます。 

（https://www.tottori-sdgs.com/season2022/） 
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原子力発電施設等立地地域基盤整備支援事業交付金に係る検討状況について 

 

令和4年12月20日 

総 合 統 括 課 

 

 原発立地県に加え周辺県に対しても交付されることとなった「原子力発電施設等立地地域基盤整

備支援事業交付金（以下、「本交付金」という。）」について、前回の報告後、県及び米子・境港両

市との間で検討を進めており、その概要についてご報告します。 
 

１ 本交付金の概要 

（１）目的 

原子力発電施設等を取り巻く環境変化（再稼動等）が立地地域等に与える影響を緩和すること 

（２）使途 

公共用施設に係る設備、維持補修及び維持運営事業、産業活性化に資する事業、福祉対策に資

する事業、地域活性化に資する事業等 

（３）交付対象地域 

原発立地市町村のある道県に加え、当該市町村に隣接する市町村のある道県 

（４）交付上限額 

５億円（今回１回限り） ※島根県は10億円 

 

２ 県及び２市との配分案 

 県：米子市：境港市＝４億円：0.5億円：0.5億円 

＜考え方＞県・両市の配分は、中国電力からの拠出金の配分割合と同様 

 

３ 地域振興計画における交付金充当事業の方向性案 

 地域振興に寄与するものとしつつ、原子力防災対策・避難計画の実効性の向上にも資するもの。

県事業においても両市の意向を十分に伺いながら決定していく。 

 

４ 今後のスケジュール案 

令和4年12月～令和5年2月 ２市や国と、計画（案）の調整 

令和5年2月 計画概要の報告 

令和5年4月以降 国の審査委員会で計画の審議→経済産業大臣認可 

 

５ 地域振興計画に掲げるべき事項 

〔全体事項〕 

○事業地域の特性 

・原子力発電所の運転状況 

・鳥取県及び事業地域（米子市、境港市）の地勢、気候、人口、産業等 

・立地する島根県との関係 

○地域振興計画の必要性 

〔各事業ごと〕 

○原子力発電施設等の稼働状況の変化による影響を勘案しての事業の必要性 

○事業の基本計画及び内容 

○各事業の全体規模及び年度別実施スケジュール 
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